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二
〇
二
三
年
八
月
に
は
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
と
保

険
証
の
一
体
化（
実
態
は
保
険
証
の
廃
止
）の
メ

リ
ッ
ト
を
並
べ
た
検
討
会
の
最
終
取
り
ま
と
め

で
保
険
証
廃
止
を
決
め
、
九
月
に
は
大
量
に
発

生
し
た
問
題
事
例
の
対
応
を
見
切
り
発
車
。
一

二
月
二
二
日
に
は
二
四
年
の
一
二
月
二
日
で
の

保
険
証
の
廃
止
を
閣
議
決
定
し
て
し
ま
っ
た
。

緊
急
シ
ン
ポ
・
出
版

　

そ
の
閣
議
決
定
の
直
前
、
現
行
保
険
証
を
廃

止
し
、
国
民
を
よ
り
不
便
に
し
、
地
域
医
療
を

崩
壊
さ
せ
て
よ
い
の
か
を
問
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
を
緊
急
出
版
し
た

の
が
本
書
。「
勇
気
を
持
っ
て
立
ち
止
ま
っ
て
撤

回
」
の
気
持
ち
が
明
確
に
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
、
保
険
医
団
体
連
合
会
、
弁
護
士
に
加
え
て
、

東
京
都
世
田
谷
区
長
、
長
野
県
飯
山
市
長
が
発

言
し
、
マ
イ
ナ
保
険
証
保
持
の
困
難
、
地
域
の

診
療
所
を
維
持
す
る
こ
と
の
困
難
に
つ
い
て
話

し
た
。
自
治
体
は
国
民
健
康
保
険
の
保
険
者
で

あ
る
。
だ
か
ら
こ
の
問
題
は
私
た
ち
被
保
険
者

の
問
題
で
あ
る
と
同
時
に
、
私
た
ち
の
保
険
者

と
し
て
の
自
治
体
の
問
題
で
も
あ
る
。
自
治
体

と
の
協
議
も
行
わ
ず
、
保
険
証
の
廃
止
が
決
め

ら
れ
た
。
驚
く
べ
き
乱
暴
さ
だ
。
こ
れ
を
き
っ

か
け
に
自
治
体
の
声
も
強
ま
る
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
時
間
は
あ
ま
り
残
さ
れ
て
い
な
い
。

政
策
・
制
度
に
自
治
研
の
役
割

　

こ
の
シ
ン
ポ
は
東
京
と
長
野
の
自
治
研
セ
ン

タ
ー
が
主
催
し
た
。
議
論
の
広
場
を
提
供
す
る

と
い
う
役
割
が
自
治
研
活
動
に
は
あ
る
の
だ
と

思
う
。
出
版
も
緊
急
体
制
で
。
そ
の
く
ら
い
深

刻
で
切
り
詰
め
ら
れ
た
時
間
の
問
題
。

　

も
う
一
つ
。
デ
ジ
タ
ル
庁
保
険
証
一
体
化
検

討
会
で
も
総
務
省
地
方
制
度
調
査
会
で
も
有
識

者
メ
ン
バ
ー
が
問
題
点
を
指
摘
し
、
は
や
る
役

所
を
牽
制
し
、
広
く
聴
く
こ
と
と
協
議
を
促
す

役
割
を
果
た
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
残
念
だ
け

ど
劣
化
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

シ
ン
ポ
開
会
の
挨
拶
で
は
市
民
の
役
割
が
求

め
ら
れ
た
。
そ
こ
に
こ
そ
全
力
で
注
力
。

　
　
　
　
　
　
評
者  

菅
原
敏
夫
　
本
誌
編
集
委
員

保
険
証
廃
止

　

三
月
一
日
、
地
方
自
治
法
の
改
正
案
が
閣
議

決
定
さ
れ
、
国
会
に
提
出
さ
れ
た
と
い
う
報
に

接
し
な
が
ら
本
書
を
読
ん
だ
。
ム
ダ
で
有
害
な

改
正
、
根
っ
こ
は
健
康
保
険
証
廃
止
と
同
じ
。

　

政
府
は
Ｄ
Ｘ
に
前
の
め
り
。
マ
イ
ナ
カ
ー
ド

は
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
基
盤
と
な
る
ツ
ー
ル
と
ば

か
り
に
、
自
治
法
改
正
ま
で
仕
込
ん
だ
。

『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

保
険
証
の一
体
化
に
つ
い
て
―
―
地
方

自
治
と
地
域
医
療
の
視
点
か
ら
考
え
る
』

公
人
の
友
社
、
一
三
二
〇
円

企
画
　
東
京
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
　
長
野
県
地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー  
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